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冨　　田　　健　　次
The　Use　of‘Word頚versio簸’in　Vietnamese
by　Ke難ji　TO酸亙TA
　　V重et鍛a組ese　is　a　type◎f茎anguage　which，髭nda斑e撹ally，　has　a　progressive
str魏ct膿e　o｛word　orde；，　tha擁s　to　s侵y，漁acompound　word旗e　foi’mer　wo雌is
always田odif三ed　by重he隻a重te寒o鍛e．　From弱s　poi無t　of　v圭ew，　Vie撫amese　is　very
si擁玉ar　to　o重her　So就h－eastem　la薮9uages，　fbr　ex象mple，擁on－Khmer　languages，
嫉ぬyo－Poly無esia簸，　Siamese　a無d　so　o簸，　a簸d　has　so斑硫h諭g　i鍛common　wi癒
Tibe£。Burmese　a無d醗ao－Yao　l蹴guages，　but圭s　q嘘e　different　from狙ode斑
鍛◎r嶽e瓢Ch量簸ese．　So鵜e　southem　dialects　o£Chinese　which　are　tho雛ght　to　have
had　a　s鰍c傭e◎f　word　Grder　ve董y　s㎞韮ar　tG　Vie毛na懲ese，　have　bee簸段11簸◎st
assimgated　into伽regressive　s伽c轍e　o錘orthem　Chinese．　Vie惚mese　has
bee鍛　also　grea宅1y　i鍛f玉ue舞ced　by　northern　Chi難ese　but　has　refusedジersis重ent玉y　its
圭i璽簾guistic　ass蜘重la£io鍛．　0穏the　c◎蟹rary，　Vie敏a斑ese　h段s　bee韮a圭ways£rying　to
ass圭mi1就e　the　regressiv¢struc鰍re　of　Chi1｝ese血亀o　i亀s◎wn　structure．　As　the
resul£of亀his　a貧¢雛P宅，旗ere◎cc嚇s澁Viet難amese　i難numeyab玉¢expressi◎ns　which
change癒e韮nea鍛童ng　or　nua簸ce　by　the‘Word魚version’．
肇．「爾越」から「越南」へ：序にかえて
　ベトナムという国名が漢字で「越南」と書くことができることは漢字使溺国であるN本では既
によく知られたことである。「臼越交渉」とか「対越貿易」とか，依然として新聞用字などにベト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ナムの意味で「越の掌が当てられているのは周知のことである。「米∫英」「仏」などほど普及した
用字ではないとしても，スペインの「西」，フィリピンの「比」ほどは今尚よく知られた用字では
ないかと思われる。「越を除く上の絹字中，「英∫西」以外はすべて臼本人の当字に由来するもの
であり，中国語ではアメリカはヂ美」，フランスは「法」，フKリピンは「菲」でなければならな
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い。然し，日本人の当字にしろ，中国人の当字にしろ，それら各国の名称に極く近い音を持った
漢字を選んで当てた呼び方から生まれた略称であることには違いない。
　ところで，ベトナム（ベトナム人の発音に極く忠実に表記すればヴィェトナーム〉の国に与え
られているこの「越南」という漢字は如何なる由来を有する用字であったのだろうか。勿論上
に挙げた各国の名に当てられた字のように国の名称が先にあってそれに近い音を持った漢字が選
ばれて当てられたものではないことは確かである。では一体，「越南」の二字は嫡海なる由来を持
っているのであろうか。
　歴史を少し遡れば直ちに明らかになることであるが，ベトナムが未だ中国南部の広東，広西な
どの地方と明確な区別もなく，後に「百越」などと漢然と中国人に総称される非漢民族の諸部族
と混沌とした生活を送っていた頃の紀元前207年，秦の滅亡前夜の混乱に乗じて，蜜時中国南部
に置かれていた桂林，南海，象の各郡を併わせて番謁（今の広菜）を拠点に自立した中国人窟僚
ちょうだ
趙佗は，葭ら楠越（又は瞭）J王を称し，「南越」国なるものを建国している。この版麟の中に
実は今のベトナムの一部が禽まれていたと考えられているのである。この時，王ならびに圏の命
名に際しては，恐らく，越（霧）族の中でも最も南に位置する越族の王又は国という意識が働いたも
のと想像される。そしてベトナムはその「南越」国の中でも更に南に位iする西甑騎または甑越，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
酪越などの名称で歴史文献に登場する越族らしい部族の居住する所だったのである。
　その後，紀元前111年，漢の武帝の時に至って遂にこの国は滅ぼされ，この土地に九郡が置かれ
ることになる。このうち交趾，九真，臼南の三郡が現在のベトナム領内に置かれたと考えられて
いる。こうしてベトナムというやや実体を備えた地域が徐々に歴史の舞台へ登場して来るのであ
　　　　　　　　　　　　ゴ　ツゑン　　　　　　　　　　　バノクダンザ　ン
るが，以後紀元938年に呉権が中国南漢軍を白藤江で撃破し，一応の畏族独立を達成するまで実
に一千余年もの長期に亘って中国の直接的支配下に置かれていたのである。
　その間，幾度かベトナム人による独立の試みがなされているのであるが，例えば紀元544年に
ヴγンスァン　　　　　　　　　　　　　　　　 リー：t：ン
当時の中国入交州劇史の軍を撃ち破って「万春」という国を打ち建てた李賛のように，彼らもや
はり岡様に「南越」帝を自称しているのである。この場合の哺越」は，上の趙佗の「南越」と
は意昧が異なり，純粋にベトナムの土地のみを指していると思われる。
”J”～ン　　　　　　　・1”　t／7と轡
　因みに独立後の国号について瞥兇してみると，紀元968年，金土を統一して丁朝を創めた丁部
リノ　　　　　　　ダイコヘヴィエト
領は園号を「大躍越」（嘘」は漢語本来の〈驚く，恐れる〉の意ではなく，ベトナム譜の〈突出した，
一多tコーノム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ij一　　　　タ Eントン
秀でた〉の意に用いられる字哺つまり漢字改造の畏族文字）と定め，それは後に李朝の墾宗によ
　　　ダイヴィエト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チヤン
って「大越Jと改められている（1054年）。この圏号はその後に続く陣朝（1225～1399）でも維持
　　　　　　　ホ　　　　　　　　　ホ　クイリ　　　　　　　　　　　　　ダイグ　
され，1400年に胡朝を創めた胡季葎1こよって一旦「大虞」と改められてはいるが，属明期（1413
　　　　　　　　　　　　　レへ
～ 1427）を脱して建設された黎朝（1428～1793）に至って再び「大越」が復活しているのである。
　　　　　　　　　　　クユこン　　　　　　　　　　　　　　　　　クエンフノクァギン　　　ザ　ロン
　ところが，1802年，院朝（1802～1945）の開祖翫福映（世祖嘉隆帝）は，院朝の創設と岡時に
使書を時の中圏清帯国に遣わし，清帝に国丹を「大越jではなく往古にしばしば肱男れた「南越tS
と改めることを請うているのである（山本達郎編fベトナム中国関係％p．493）。しかし清帝は，
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「南越」国では趙佗の「南越」国を想起させ好ましからぬ印象を与えるという理由でこれを許さ
ず，「南越」を逆にした「越南」という国号を受諾させることによって宗主国たるの権威を示した
のだと露はれる（岡上書p，493）。ここに至って初めて「南越」ではなく「越南」という国号が文
献上に正式に登場するのである。
　しかし，阪朝の各王は，このような経緯から生まれたとされるこの国弩に満足を示さず，嘉隆
帝に続く明命帝の時に至って，宗主国たる清朝には恐らく内密に「大南」という国号を秘かに設
けているのである。その理由は，「先帯の時に至り，わが朝は安南の地をも奄有するに至ったの
で，国号を大越南国と称することとし，暦書にはその略称を用いて大越とのみ記した。ところが，
陳朝や黎朝の暦にも岡様に大越という二字が印されていたのを知っている民闇無知の者共は，そ
れとこれを岡一視したり誤解したりして薦臼くないので，今後は一切大越と称するのをやめて大
南と改めることにした」（岡上書p。494，…点筆者）というのである。つまり，「大南」は「大越南国」
の略称であると言う主張なのである。以後，清朝に対しては依然として「越南」という国号を用
い，国内では「大南」という国弩を專ら使用するという奇妙な現象が続いているのである。
　フランス植艮地時代に入ると，1884年バトノートル条約の締結と岡時に，既に清朝より授けら
れていた「越南国王之印」が廃棄され，以後，フランス植艮地主義者達は三分割した土地のひと
つであるに過ぎないアンナン（安南〉保護王国に冠せられたアンナンの名をもってベトナム国土
全体の汎称とするようになるのである。この「安南」は「鎮南」などの呼称と嗣様に遠き中国植民
地時代の呼称であり，フランス植民地主義者達にとってはまことに都合のよい呼称であったとし
ても，当のベトナム入自身にとっては極めて属辱的なイメージを呼び起こす呼称であったに違い
なく，1945年8月，ホーチミンによる所謂「8月革命」によって，ベトナムには再び「ベトナム民
主共和国」という名称の下に「越南」の二字が正式に復活するのである。こうして，ベトナムは
名実ともにベトナム（越南）という国号を獲得し現在にまで至っているのである。
　このように，ベトナムがベトナム（越南）という国号を正式に用い出したのは1802年っまり19
世紀の初めのことであり，しかも中閣清朝によって押しっけられた形で使用するようになったの
だと従来から考えられているのであるが，筆者はこれに対して従前よりいささかの疑いを抱いて来
た。即ち，確かに文献上に登場する正式の国号としては上で言われる如くであったのかも知れな
いが，民間では実は早くからこの「越南」の呼称は存在していたのではないかと疑っているので
ある。
　その先ず第一の論拠は，極めて逆説的に響くかも知れないが，眈朝各王が撤底的にこの名称を
拒否し続けていることである。これは単に溝朝によって押しつけられたためと考えるよりは，巷
間に広く流布している俗称を一国の正式な国号とすることに対する耐え難い屈辱感から来る抵抗
と解釈する方が妥当だと思うのである♂南越」という呼称は確かに中圏語のS吾構成の法則に照ら
して当を得た正統な「漢語」である。っまり，「南圏」「南方」などの熟語と岡様に前部要素が後部
びんえつ　　らくえつ
要素を限定，修飾する関係から成る熟語として極く自然であり，「聞越」「酪越」などという越族全
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搬に対する命名法ともよく合致するのに対し，「越爾」はどう考えてみても中国人による正統な漢
語熟語とは雷い難く，逆に，後部要素が萌部要素を限定，修飾するベトナム語の語携成法に基づ
くベトナム入による命名と考えられるのであり，このような正統な漢語熱語ではないものをもっ
て自国の称号とすることへの屈辱感こそこの国号を拒否し続けて来た最大の理由ではなかろうか。
　では，「越南」が「南越」のベトナム語的書い換えとするならばその論拠がどこにあるのかを一
・kt’｝　t｝lt　
T“v　浅肖諏ぺ’
震しておかねばなるまい。ベトナム入は古くから中国および中国人のことを「北国」「北人」と呼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　ムクォノタ　か　ムニャン
び縢わしており，これに対して自分達のベトナムおよびベトナム入のことは楠国」哺人」と呼
んでいたのであり，当時周有の文字を持っていなかったベトナム入は漢字で上のように表記する
しかなかった。ところが，表記手段にこだわらぬ一般大衆はこのような漢語式の呼称にはなじま
ず，常に自らの言語の語構成に合わせた呼称を用いていたのである。つまり，漢語の熟語である，
　　　　　「＃t国」　（B巨c（蓬uδb）
　　　｛胤、嚥曲）
　　　　「南国」（Na拠quδb）　　｛
　　　　「南入」（Nam曲an）
に対して，それぞれベトナム語式に，
　　　　nu，6’C　B義c　　〈国〉　十　〈At＞
　　　脳磁〈入〉＋〈北＞
　　　　nu’6’c　Nam　〈国〉＋〈南〉　　　　｛
　　　　ngu’6，i　Nam　〈人〉十’〈Pt＞
と呼び贋わしていたのであり，この例に倣うと漢語熟譜「南越」がベトナム語式に「越南」と呼
び換えられていたとしても何ら不思議なことではない。しかもこれらの俗なる呼称は漢字嚢記の
文献には決して現われることはなかったのである。
　ところが，誠に不思議なことに，この名が冠された書物が14世紀末から15世紀初めに存在して
いたらしい証拠に筆者は偶然出会ったのである。これを筆者の上の論拠の第二点として掲げてお
きたい。
　　　　　　　　　　　　　　　ファンフイチュ　
　全く偶然に発見したのであるが，播輝注（1782～1840）の著したかの有名な櫃朝憲章類誌譲
（全49巻）「文籍誌」巻45「傳記業頁」の項に，「越南」の名を冠したf越南世誌二概の名が挙げてあ
るのであ翻舗漏崇職いう文撤治家で，搬年朋購らかではな蛎・隊一欄つま
り14世紀末から15世紀初めにかけて活躍した人であることが知られている。勿論この作品そのも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　クぜン
のは既に散侠しており，その序文だけが『類誌邊に掲載されているのである。この序文は武竣
nンケーts　－r・・）　’）ケ・涌
（1453～1516？）の繍南掠怪譲伝の序文の影響が極めて色濃いと見られている　（Thoラv蝕Ly・
Tf翻《李陳詩文》t帥III　p．613註《7》）。従来この書名に冠された「越南」は「南越」の誤記と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お解釈されており，各種の文学史の本1こもわざわぎ「爾越」に薩して登録されている。しかしその
論拠は，ただ，当時「越南」という呼称があったはずがないという憶測に過ぎないのである。
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　もしこの記述を真とするならば，越南」の呼称が14世紀末から15世紀初めには既に存在してい
たことの証拠となすことができるのではないだろうか。
2．ベトナム語語彙構成における‘‘中国”化
　ベトナム語の語彙の中には，文化語彙のみならずあらゆる分野の語彙に漢語借用語が深く浸透
している。その割合は人によって6割とも7罰とも言われている。ベトナム人は，その長い歴史
を通じてこれらの漢語を，もっと正確に言えば漢語と意識されている語彙を可能な限りベトナム
語に言い換えようと試みて来た。ごく卑近な例で示せば，
　　　「国家」　（quoc　g玉a）
　　　　→！｝ha　nu’6’c　　〈家〉　十　〈匡1＞
　　　「タト国」　（ngO4i　qu6’C）
　　　　→順nu’6’c　ngo含i　　　〈国〉　十　　〈タト〉
　　「商家」（thu’0’ng　gia）　〈商人〉
　　　　→　nha　bu6n　〈家〉十〈商う〉
の如くである。この様な艮族語への書い換えに民族主義的抵抗精神の発露の一端を桓間晃ること
は容易なことである。
　現代中国語（ここでは北方共通語）においては，単語構成の基本は，
　　　　修飾成分十名詞語幹
の順であり，常に修飾成分が名詞語幹に前置される。例えばく美人〉はf美人」であって「人美」
ではあり得ないのである。ところが，一方のベトナム語では，既に少し述べた如く，その単語構
成の基本は，
　　　　名詞語幹十修飾成分
であり，〈美人〉は「美人」の順ではなく，逆に「入美」の言吾順を基本としている。ところがベト
ナム語には既に漢譜借用語としてこの「美人」（mY　nhan）という，中国認単語構成法に則った
借用熱語が存在しているために事は一層複雑なのである。例えば臼本語では，「美人」を「美しい
人」と言い換えたところでその“語序”の面ではほとんど変更がなく，両者を併用することはさ
ほど抵抗はないのであるが，ベトナム語では二つの熟語，
　　　斑9曲蝕　　　「美入」　　　｛
　　　ngu’6’i　tf¢P〈人〉十〈美しい〉
は，このように“語序”が金く異なるのであり，思考の所謂“線条性”から見ると極めて矛盾し
た様相を呈しているのである。これは先に挙げた「国家」「外国」「商家」等のベトナム語式言い換
え現象のすべての例にも共通して書えることである。このような“語序”を民族語式に転倒きせ
る言い換えの例は，ベトナム語中には枚挙の暇ないほど数多く晃出せるのである。
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　菓京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の橋本萬太郎教授によると，所謂中国語型の
名詞旬構造は「逆行構造」と呼ばれ，ベトナム語式のそれは「順行構造」と呼ばれるのだそうで
あるが（嗜語類型地理識p．35），ベトナム語は正に氏の言う「南方型の名詞旬構成」を有す
る代表的雷語の一つであるとともに，一方では，既に上で述べた如くこの両構造が今尚激しい
競合を演じているのである。再び氏によると，「たとえ一言語のなかで両構造が混在する異質な
ケースがみいだされても，それは歴史的地域的推移の過程にあるものと解される場合が多い」（岡
上書p．36）と雷うことであるが，果たしてベトナム語もそのような“場合”の一つであると解釈で
きるのであろうか。
　確かに広東語（鷹吾）や福建語（聞越語）などを兇ると，ベトナム語式の語構成を有する複合
語が数多く存在し，このような所謂非中国語的語構成法による名詞は大部分が“化石”化したも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
のであり，一部を除いては完全に造語能力を失ってしまっている。つまり，聞題を名詞句構成に
限って欝えば，上の諸語は既に北方中国語に完全に岡化されてしまい，近い将来にはそれら耽
石”的語彙もすべて廃棄されてしまう運命にあるのだと言うことができよう。その意昧では現在
の状態は『順行構造』から「逆行構造」へ同化されて行く「推移の過程」であると晃ることがで
きよう。
　一方，同様に中国語の強い影響を受けたベトナム語においては，逆にその“化石”的語彙構成
法こそが依然主流であり，北方中国語型の語彙構成法は，造語能力を完全に失ったとは欝い得な
いにしてもやはり“借り物”という感覚はベトナム人にぬぐい難く，つまりこの点ではベトナム
語の北方中国語への岡化は完全に失敗に終わった訳であり，両者が今尚ベトナム語中にあって競
合関係を保っているとは雷え窮極的にはすべてベトナム語型の構成法へと収劔して行く運命にあ
るのだと言うことができるかも知れない。言葉を換えて雷えば，「順行構造」を持った書語が，「逆
行構造」の破壊的影響を受けながらも依然「順行構造Jを守り続け，その影響から脱して以後は，
「逆行構造」を欝わば逆手に取って，これを巧みに自らの雷語に岡化して行く，ベトナム語は正
にその「歴史的推移」の過程にあると見ることができるだろう。
　問じ「越方菊の仲間のことばのひとつと言われるベトナム語は，他の福建，広東語がほぼ完全
に北方中国語の「逆行構造」に岡化されてしまいつつあるのに対し，宮らの「順行構造」を守り
ぬき，逆に北方中国語のF逆行構造」を欝らの構造へと岡化しつつあるのである。そしてまこと
に興味深いことには，橿建，広東語において北方中国語式の「逆行構造」への完全な岡化を妨げ
ている要凶が，話しことば即ち口語であるのに対し，ベトナム語においてベトナム語式の「順行
構造」への完全な嗣化を妨げている要園は，実は書きことばつまり文語なのである。
3．ベトナム語語彙構成における“中国”語のベトナム化
さて，本論はこのように北方中圏語からの破壊的影響を蒙りながらもそれらを逆手に取って露
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家薬籠中のものにして来たベトナム人の様々な技巧，とりわけその“語序”の顧における技巧に
光を当てて若干の考察を加えんとするものであるが，その最も興昧ある例は，所謂漢語借胴語で
ある「社会主義という複合語の処理の仕方である。これは四字の漢語複合語であり，他の噛
由主義」「践主主義」などと同様に前部要素が後部要素を修飾する中国語式語構成法に則って，
　　X十「主義」
の順に配列された熟語であると考えられる。この熟語はベトナム語中にも極く慮然に取り入れら
れているのであるが，その取り入れられる過程が実に興味深いのである。実は，ベトナム語では
この順序で読まれる場合，御本家の中国語や日本語などのように所謂く社会主義〉という概念を
意昧する単独の語彙とはならず，必ず他の名詞に後置されて，〈社会主義の〉〈社会主義的〉という
意昧を持った限定形容詞となるのである。例えば，〈社会主義思想〉は，
　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　tu’　tu，o，ng　x匪hφi　ch｛証nghia
　　「思想」十「社会主義」
の如く書い，〈社会主義的問題〉は，
　　・愈おX褒hφich負ゆia
　　「問題」十「社会主義」
の捕く雷われるのである。またベトナムの現在の国丹であるくベトナム社会主義共和国〉は，
　　Nu’6’c　cφng　h6a　x互hφi　ch｛童nghia　Viet　Nam
　　〈国〉十「共和」十「社会主義」十「越南」
の配列になるのである。つまり，この「社会主義」という四字の漢語はもうこれ以上決して分析
することの許されないひとつの魂りとしでベトナム人には意識されており，その文法的機能も限
定形容調的胴法のみに制限されているのである。
　ところで，では〈社会主義〉という独立した概念を示す名詞旬はベトナム語では如何なる表現
をするのであろうか。ここでベトナム語の名詞句構成法をもう一度想い起こして頂きたい。ベト
ナム謡の語彙構成法に従うなら，〈社会主義〉とて，
　　「主義」十X
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさ
の配列になることは極く自然のことであり，正しくベトナム語では名詞匂〈社会主義〉は，
　　cha　aghia畷hφi　「主義」十「社会」
の如く呼ばれるのである。他の名詞旬〈艮主主義〉〈自由主義〉なども全く岡様の配列に従う。つ
まり〈社会主義〉という概念は，それまでにも既に存在していた種々なる〈主義〉のひとつとし
て把えられたのであり，岡じ漢語借用語である「主義」を名詞語幹として〈社会の〉〈社会的〉を
意昧する限定修飾語「社会」を後置させたに過ぎないのである。この発想は極めてベトナム語的
ではないかと思われる
　こうしてベトナム語の中には互いに文法的機能の異なる二つの〈社会主義〉が成立したのであ
る。
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　　　x巨　hφi　ch“　nghia　「社会主義」→〈社会主義的，社会主義の〉
｛曲颪脚蟻概会、一く社会主義〉
限定形容詞としてのみ用いられる前者はベトナム人にとっては依然として外来語的であるのに対
し，名詞旬として用いられる後者は，その構成要素のひとつ一つ，つまりf主義」および「社会」
という各々の議彙はやはり外来議的に知覚されるにも拘らずこのようにベトナム語式に配列され
た後はごく自然なベトナム語とベトナム人には把握されるのである
　即ち，ベトナム語においては“語序”が「逆行構造」である場合にはやはり外来語的に知覚き
れるのに対し，それが「順行構造」に変わるや否や，その個々の要素が何であるかを問わず，ご
く自然なベトナム語としてベトナム人に知覚されるものとなるのである。このようにベトナム入
は意識丁に依然として「順行構造」を固守し続けているのである。
4．ベトナム語語彙構成に見る“語序”の技巧
　ところで，上に晃たような，「逆行構造」を巧みに利用しつつ「順行構造」と併存させる技巧は
果たして中国語の影響の下で初めて発生したものであろうか，実はそうではなく既に古くから晃
られる極めて普遍的な現象であったのではなかろうか。以下に，それらの技巧について例示し，
解説を加えてみたいと思う。
　　1）数詞を用いた例
　数詞を嗣いたある種の言い方，例えば〈三ケ月〉と〈三月〉の呼び分けなどにその技巧の典型
を兇ることができる。即ち，ベトナム語では上のそれぞれを，
　　　ba　th6ng〈三〉十〈月〉→〈三ケ月〉　　｛
　　　th釦g　ba〈月〉十〈三〉→〈三月〉
の如く，“語序”を巧みに利用することによってこれを雷い分けている。中国語では“語序”によって
これを言い分けることができず，前者の場合，「三」と「月」の聞に全く別の単語（助教詞〉「箇」
を補わなければならないのであり，臼本語でもそれをそのまま借用するか或いは和語で「みつき」
などと呼んで後者の「サンガツ」と区別しなければならないのである。つまり，ベトナム語にお
いては，純粋に数量を示す時には常に数詞を名詞に前置させ，つまり「逆行構造」を利用し，順
序や序列を明示したい時には常に数詞を名詞に後置させる，つまり「順行構造」を利用して前者
との区別をはかっているのである。これによって〈十一日間）〉と〈十一β〉も，
　　　mu’b’i　mφt　ng註y　〈十一〉　十　〈日〉
　　｛購醐酬，〉＋〈＋一〉
の如く雷い分けられるし，それの疑問形である〈何日問〉と〈何日〉も，
　　　ba◎載hie脇gay　〈幾〉十〈臼〉　　｛
　　　　ng含y　b　ao　nhi6u　　〈日〉　十　〈幾〉
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という具合に言い分けることが可能な訳である。周知の如く，日本語ではこの区別についても極
めて曖昧である。例えば，「今日は何日？∫今日は十一日」「あと何日ある」「あと十一日」などのよ
うにその区別は金面的に文脈に依存しているのである。但し，時聞及び時刻の言い分けの場合は
日本語の方が分が良い。例えば臼本議では「三時間」と「三時」はまず混岡されることはない。
ところがベトナム語ではどちらも，
　　ba　gi6’〈三三〉　十　　〈目寺〉
で表わされ元々区別がない。これは中国語でも「三点鐘」のみで区別がないようである。もし，
上で述べたベトナム謡の論理に従えば順序としての時刻は〈時〉十〈三〉の’S語序”になるべき
であろうが，やはり時劾も数量として把えることが翼慣化してしまっているためにこのような混
乱を引き起こしているのであろう。そこでベトナム人はこの混乱を防止するために，〈三時閥〉と
雷う場合には通常，〈時計〉に当ることばを更に後置させるという薪たな技巧を思いついた。
　　1）agiδ’　d〕6ngh6　〈三三〉　十　　〈日寺〉　十　　〈目寺計〉
更にはこの意味でのみ，〈時〉に代えて〈音，声〉を用いることもある。
　　ba糠δhg　（df6ng　hb）　　〈三三〉　十　〈音，　声〉（ff－‘〈廷寺計〉）
　また数詞を用いた“語序”転倒の例に次のようなものも発られる。
　　　baず沁h〈三〉十〈釘〉→〈三本の釘〉　　｛
　　　rr　lh　ba〈釘〉十〈三〉→〈三又の鉾〉
しかしこの後者の例の数詞は別に序列や順序を示すものではなく，むしろ〈三つの又を持った〉
とでもいうような意昧の修飾語の働きをするものであろう。
　最後に，これは全くの余談であるが，ベドナム人の雷葉遊びの中から例を取ると，
　　　nghin魚m〈千〉十〈年〉→〈千年〉｛伽噛〈五〉＋〈千〉一く五千〉
これはnilmという音節に〈年〉とく五〉の両意があることを利用した音節倒置の遊びである。
　　2）類別詞を周いた例
　次に，類別詞を用いた“語序”転倒の例を瞥晃してみよう。
　　　tδ，gi爵〈紙につく類別詞〉十〈紙〉→〈（一枚の）紙〉
｛、齢〈紙〉＋〈紙につ翻言司〉膳縮料〉
このペァーの後者の由来については筆者は詳らかでない。
　また中国語からの借周譜を巧みに利用した例もある。
　　　麺chb基n　「慮聾本」　→　〈慮9，　戯蓑掬〉
　　　｛
　　　b5n　klch〈文書などにつく類別詞〉十「劇」→〈台本，シナリオ＞
　　　vdn　b5n　「文本」→〈文書，資料〉　　　｛
　　　b蝕傾n　〈文書などにつく類別詞〉十「文」→〈テキスト，教書〉
それぞれの対の上の方の熟語は「～本」という中国語からのそのままの借用に由来する語彙であ
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り，極めて外来語的なものであるのに対して，下の方の熟語は，中国語の「～本」を分析した結
果として得られた「本」という要素をベトナム語の中に取り入れて，〈文書類〉を示す類別詞とし
て機能させ6ことによって発生した表現であり，その点では正にベトナム語的熟語となっている
のである。
　嗣様な雷い方に次のような例がある。
　　b5n　sao　〈文書などにつく類別詞〉十く写す〉→〈抄本＞
　　b臨加　〈　　　〃　　　　　〉十〈印捌する〉→〈印本＞
　　b飴t舶o〈　　　ク　　　　〉十「草」→〈草稿＞
　　b蝕kε　〈　　　〃　　　　〉十〈列挙する〉→〈リスト〉
　先に挙げた二つの対は，結果的には，あたかも“語序”の倒置によって意味のニュァンスを言
い分けることのできる極めて稀有な例である。
　その他，
　　　cもhaRh　　〈球根類につける類別詞〉十〈葱〉→〈玉葱〉　　｛
　　　h鋤h磁　〈葱〉十く球根類につける類別詞〉→〈根を食べる種類の葱の総称〉
などの例は枚挙に暇ない。
　また，類別詞とは欝えないが類別詞的に用いられるく種類〉を表わす語彙と名詞の組み合わせ
による次のような例も仲々興昧深い。
　　　n6iga〈種類〉十〈鶏〉→〈鶏（種類）〉｛、、n、、〈鶏〉樋類〉欄鶏周騰〉
　因みに，類別詞又は名詞との嗣音異義性を利用した音節転倒の例を二三挙げておこう。
　　　con　ch6　　〈動物につく類別詞〉十〈犬〉→〈（～匹の）犬〉　　｛
　　　ch6　C◎n　　〈犬〉十〈子供の〉→＜小犬＞
　　　c◎nngu’6’i〈動物につく類別詞〉十〈入〉→〈人闘，人類〉　　｛
　　　ngU’6，i　con　〈人間につく類別詞〉十く子供〉→〈子供〉
　　　　　　　　　〈葬動物につく類別詞〉十〈家〉→〈（一一＊iの）家＞cai nh註　　｛
　　　nha　c益i　 　　　　〈何かを専門とする人につく類別詞〉十〈博打の親〉→＜胴元＞
　　　con　C6　　　〈動物につく類別詞〉十〈鷺〉→〈（一羽の）鷺〉｛、、、。n
　　　　　　　　　〈ペニス〉十〈子供〉→〈小さい，少ない＞
　　3）動詞と客語の位置の転換による例
　　動詞と客語（名詞）からなる複合動詞又は句が“語序”の転換によって名詞十隈定修飾語か
　ら成る複合名詞になる例を次に晃てみよう。この例はベトナム語の中では非常に多い。
　　　mu＆dU’a　〈塩漬けする〉十〈瓜〉→〈瓜の漬け物を作る〉
罵m蜘瓜〉＋〈繍す、〉一〈瓜騰物＞
　　　tr曲g　trO’ng〈薄く広げる〉十〈卵〉→〈オムレツを作る〉　　｛
　　　tr伽g　t「ang〈卵〉十〈薄く広げる〉→〈オムレッ〉
44
学報第54簿
｛熱欝㌃〉〈李〈翻：：；llこ鈎水につける〉
｛1瀦麟〉〈十〈飯〉→〈食事する食べる〉→〈御飯〉〉
｛1甑膿館認：欝夕〉
｛1譜黒調：濫る〉
　　　　　
讐
鵬器勧瀦：：欝1を作る〉
　ゴぎしカひ　　｛。，m，、n
　chiε鍛C話
｛
　c溢chie韮
　vien　thu6c
　thu6c　vien
　tiem　th慧6c
｛
　thu6’C　tiξ≡！簸
　IAt　gqch
｛
　9摩ch　1廷t
　if4P　xe
｛
xe砺P
　yeu
　　　ラヘア　　　へ
ng疑01
〈油で揚げる〉十く肉ダンゴ〉→〈ベトナム春巻きを作る〉
〈肉ダンゴ〉十〈油で揚げる〉→〈ベトナム春巻〉
〈油で揚げる〉十〈魚〉→〈魚を油で揚げる＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6＞〈魚〉十〈油で揚げる〉→〈魚のから揚げ〉又は〈纏魚，鱗魚〉
〈丸める〉又はく丸い塊に付く類別詞〉十〈薬〉＿〈薬を作る〉又は〈（一
錠の）薬〉
〈薬〉十〈丸める〉→〈丸薬〉
〈注射する〉十〈薬〉→〈注射する〉
〈薬〉十〈注窮する〉→〈注酎液〉
〈舗装する〉十くレンガ，タイル〉→〈舗装する〉
〈レンガ，タイル〉十〈舗装する〉→〈舗装用レンガ〉
〈踏む〉十〈車〉→〈自転車に乗る〉
〈車〉十〈鐙む〉→〈虜転車〉
　　ngu’6’i〈愛する〉十く人〉→〈人を愛する〉｛
　　　　yeu〈入〉十〈愛する〉→〈恋人＞
thu’O’ng　vg’〈愛する〉十〈妻〉→〈妻を愛する〉｛
　vg’thu’O’ng〈妻〉十〈愛する〉→〈愛しき妻〉
ttA　b　6ng
｛
b6ng灘
tr6n重fn｝1｛1蝕、，6n
dδδ崩
｛
dさnδ6
1n◎ngs6t
〈蹴る〉十〈ボール〉→〈ボールを蹴る〉〈サッカーをする〉
〈ボール〉十く蹴る〉→〈サッカー〉〈サッカーボール〉
〈逃げる〉十〈兵〉→〈兵役を拒否する〉
〈兵〉十〈逃げる〉→〈脱走兵〉
〈赤い〉十〈燈〉→〈明りがついてる〉
〈燈〉十〈赤い〉→〈赤信暑〉
〈熱い〉十〈熱〉→〈まだ暖かい〉　〈怒りっぽい〉
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〈熱〉十〈熱い〉→〈熱〉
〈腐る〉十〈塩辛〉→〈塩辛を腐らせる〉
〈塩辛〉十〈腐る〉→〈腐った塩幸〉
〈穴をあける〉十〈穴〉→〈穴をあける，破れる〉
〈穴〉十〈穴をあける〉→〈穴，破れ目〉
〈去勢する〉十〈犬〉→〈犬を去勢する〉
〈犬〉十く去勢する〉→〈食用去勢犬〉
〈講ずる〉十〈文章〉→〈講義する〉
〈文章〉十〈講ずる〉→〈講義録，テキスト〉
〈書く〉十〈文字〉→〈文字を書く〉
〈文字〉十〈書く〉→〈文字〉
〈食べる〉十く店〉→〈外食する〉
〈店〉十〈食べる〉→〈食堂〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
〈捨てる〉十〈母〉→〈母を捨てる〉〈クソッたれ，何てこった〉
〈母〉十〈捨てる〉→〈子供を晃捨てた母親〉
〈死ぬ〉十〈父〉→〈父に死なれる〉
〈父〉十〈死ぬ〉→〈故父〉
〈埋める〉十〈お金〉→〈お金を埋める〉
〈お金〉十〈埋める〉→〈埋蔵金〉
〈抱く〉十〈彼女〉→〈彼女を抱く〉
〈彼女〉十〈抱く〉→〈抱かれた彼女〉
〈丸出しにする〉十〈尻〉→〈尻を丸出しにする〉〈貧しくなる〉
〈尻〉十〈丸出しにする〉→〈丸出しの尻〉〈極貧の〉
　最後のペアーの後者は，フランス語のdix　heures〈十時〉の音写でもあり，〈十時だ〉と〈金が
ない〉の両意を掛けたことば遊びとしてよく用いられる例でもある。
　　4）複合名詞内部における転換の例
　次に多い例は，複合名詞の内部において，“語序”を転倒させることによって修飾関係を入れ替
える例である。既に日本漢語の中にも，例えば「社会ゴ「会社」，「王女」：「女王」，「先祖」：「穣
先」，「平和」：「和平」，「途中」：「中途」，「始終」：「終始」などの奴く，修飾関係を転倒させて意味
の区別，ニュアンスの区別をするものが幾つか存在するが，そのような例とやや似ていると言え
ようか。
　先ず，中国語からの直接の借鯛に由来する例は，
　　　　ウt6　SU’　　「祖師」→〈一派の学門，宗門を開いた師〉
｛面購一醐繍〉〈何鶉秀でた人〉
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上の対は両者とも中国語の語構成つまり前部要素が後部要素を限定修飾することによって成立し
たものであるが，これに似た例はベトナム語漢諮にもある。
　　　ph直o　thも　　　「石包手」　→　くそi包手〉
　　　｛
　　　th蔭ph誘o　　　r手石勉」　→　〈手榴弾〉
いずれも前の要素が後の要素を修飾している。しかし次の例の後考は恐らくベトナム語の語構成
法っまり後の要素が前の要素を修館する構成法に則って解釈すべきものではなかろうか。
　　　qu翻燕》i　　「軍隊」→〈軍隊〉
　　　慈弓圭quδn　　　　　「髭家軍」　→　〈部隊〉
　その他，“逆語序”によって修飽関係を異にする興味深い語彙の例を幾つか列挙してみよう。
nh盛　nu’6’c
簸u’6’c　nh盒
nh註ch心a
chむa　nh謎
n飴m6y
m盛ynha
nh含6－t6
｛6－，6曲a
葛さnban
b会n　e6n
Ia　thu6c
thu6c　I盃
1衰h蝕h
h2nh　li
｛齢
　　ツ　　ラ　　　　　　　ノ
　xu　o　ng　ca
　　　ノ　　　　　　ラ
　　　　　　　ウ　ca　XU　O鍵9
　　　　，　　，
〈家〉十〈国〉→〈政府，国家機構〉
〈国〉十〈家〉→〈国家，故国〉
〈家〉十く寺〉→〈寿院〉
〈寺〉十〈家〉→〈壇家の寺，慮分の建てた寺〉
〈家〉十〈機械〉→〈工場〉
　　　　　　　　　　うち
〈機械〉十〈家〉→〈家の機械〉
〈家〉十〈鄭〉→〈ガレージ〉
）e”
く車〉十〈家〉→〈家の車〉
〈燈〉十　〈牽子〉→〈電気スタンド〉
〈卓子〉十〈燈〉→〈ll垣片吸引胴車子〉
〈葉〉十〈薬〉→〈薬草〉
〈薬〉十〈葉〉→〈煙草〉
〈葉〉十〈葱〉噸〈葱の葉〉
〈葱〉十〈葉〉→〈食葉葱〉
〈陰茎〉十〈水牛〉→〈水牛の陰茎〉
〈水牛〉十〈陰茎〉→〈雄の水牛〉
〈骨〉十〈魚〉→〈魚の骨〉
〈魚〉十〈骨〉→〈骨っぽい魚〉
su’o’ng　tfem〈霧〉＋〈夜〉→〈夜霧〉
茜δ拠　SU，O，ng〈夜〉十く霧〉→〈霧の夜〉
b蝕b6蕪9｛
　b6ng　ban
　ru6t　c6
　c6　ru6t
一．t－一一．5’｝
lmay　nuOC
〈卓子〉　十　　〈ボーノレ〉　一伽　〈卓球台〉
〈ボール〉十〈卓子〉→〈卓球，車球ボール〉
〈腸〉十く彼女〉→〈彼女の腸，心＞
　　　　　　　　　　　　　　8＞
〈叔琢〉十〈腸〉→〈実の叔母〉
〈機械〉十〈水〉→〈水道〉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
tnu’6’c　mAy　〈水〉十く機械〉→〈水道水＞
1盃　tra　　　　〈葉〉十〈茶〉→〈茶の葉〉
｛
　tra嬉　　　〈茶〉十〈葉〉→〈袖の下〉
最後のペアーの後者はその起源を全く詳らかにすることができない。
　次に挙げる例は，対の内の前者は修飾関係を有する複合語ではなく単なる並列構造の複合語で
あるが，後者はやはり後の要素が前の要素を修飾する関係にある複合語又は句である。
　a油e田｛
　e！簸a曲
　れ　　むむ
｛、。ヨme
　ba　con
｛
　con　b註
召f6ng　b4c
｛
b4cざbng
nh食　c荘’a
｛　　　　ワ
cu’a　曲a
〈兄〉十〈弟，妹〉→〈兄弟〉
〈弟，妹〉十〈鱈（若輩の男性に対する二人称）〉→〈鴛の弟，妹〉
〈母〉十〈子供〉又は〈僕（私）…母に向かって〉→〈母子〉又は〈僕（私）の母〉
〈子供〉十〈私（霞分の子供に向かって）〉→〈私（お母さん）の子〉
〈祖舞〉十く子供〉→〈親戚〉
〈子供〉十〈貴女（年輩の女性に対する二人称）〉→〈貴女の子供〉
〈銅〉十く銀〉→〈貨幣〉〈ピァストル〉
〈銀〉又は〈硬貨〉十〈銅〉→〈銅貨〉
〈家〉十〈戸〉→〈家屋，住居〉
〈戸〉十〈家〉→〈家事〉
最後のペアーの後者についてはその起源を詳らかにすることができない。
　更に，対の内の離者が敬語十名詞，後者が名詞十二人称より成っている例もある。
6ngb6
｛、δ、．g
b註　me
IK，、1
　　　　　　・
〈年輩男性の敬称〉十〈父〉→くお父さん，父親〉
〈父〉十〈年輩男性に対する二人称〉→〈貴男のお父さん〉
〈年輩女性の敬称〉十〈母〉→〈お母さん，母親〉
＜N＞十〈年輩女性に対する二人称〉→〈貴女のお鐙さん〉
ついでに，岡音異義語を利用した音節のみの転換を挙げておくと，
　　　憲ao　cu｛、1，、1
　　　　　　　　　・
　　　c6無gdδn｛
　　　dEn　c6ng
　　　ca　cuong｛、U函、、、
などがあり，
「道具」→〈舞台道具〉
〈老人の敬称〉÷「道」（宗教）→〈老神父〉
「公民」→〈公民〉
「民工」　→　〈！1武各と，　労そ隻〉
〈桂花蝉〉
〈葉柄〉十〈茄子〉→〈茄子のヘタ〉
　　　　よく欝葉遊びなどに燗いられている。
5）その他の“逆語序”の例
①中国語借用の複合名詞が，倒置によって意味が変わり動詞として用いられる例。
sg’k1趣　　　「事件」→〈事件〉
｛
id釦sず　　〈訴える，告訴する〉十「事」→〈訴える〉
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　h6a　hgc　　　　「イヒ学」　→　〈化学〉
｛
　hgc　h6a　　〈挙ぶ〉十「化」→〈化学を掌ぶ〉
②同じく中国語借照の複合名詞が，倒置によって副詞に転化する例。
sq’髄t　　「事実」→〈事実〉｛
　th¢t　S“’　　〈本当に（の）〉十「事」→〈本当に，実に〉
③名詞＋形容詞からなる名詞旬が，倒置によって形容詞に転化する例。
　　ウ　　　　ら
h6　x2u　　〈虎〉＋〈醜い〉→〈醜い虎〉｛繭　〈醜い〉＋〈虎〉一く勲ヂ・
④岡じく名詞＋形容詞から成る複合名詞であるが，“語序”を転倒させると副詞＋名詞から
　成る旬になるもの。
anh・ca　　　〈兄〉＋〈最も大きい〉→〈長兄〉｛
　魔anh　　　ぐ・・でさえ〉十〈若輩の男惟に対する二人称〉→〈霜でさえ〉
⑤複合形容詞の各要素の倒置によって意昧が変わるもの。
　c垣ukh6　　〈耐える〉十〈難しい〉→〈忍耐強い，熱心な〉｛
　kh6　chiu　　〈難しい〉十く耐える〉一一…〈耐え難い，つらい〉
⑥複合動詞の各要素の倒f，　’：1こよって意味が変わるもの。後考は並列構造であろう。
　むおぬ　む｛巨。。益斑
　1註m　thu6
｛
　thue猿m
　　ワchi磁6振
｛　　ウ　　　　　　　ウ
　召i6m　chi
〈寝る〉十食べる〉→〈寝ながら食べる〉
〈食べる〉十〈寝る〉→〈團凄する〉
〈種力く〉十〈雇う〉→〈雇われる〉
〈雇う〉十く働く〉→〈雇う〉
「指点」→〈通牒する〉
〈点ずる，浸す〉十「指」→〈捺印する，指絞を取る〉
　　　⑦副詞＋動詞よりなる旬が並列構造の名詞又は複合動詞（形容詞）になる例。
　　　　　　　へ　　　　　　　ダ
　　　　　　　　　〈まだ〉十〈生きる〉→〈まだ生きている，命がある＞con song｛、崩、、、n
　　　　　　　　　〈生きる〉十〈存在する〉→〈存在と進歩〉〈生き残る＞
　　　ho’id註i　　　　　　〈やや〉十〈長い〉→〈やや長い〉　　｛
　　　dai　ho’i　 　　　　〈長い〉十〈息〉→〈元気な，力のある〉
上の例にやや似ているが，前部要素の岡音異義語を利罵した音節転倒の例。
　盤ayn6i
｛
　n6i　hay
〈よく〉十〈話す〉→〈1コ数の多い〉
〈話す〉十〈面白い〉→〈面白い話をする〉
上例の前養の省略形より派生したものであろうが，下のような例もある。
　hay　chuyen｛
　chuyξn　hay
　　　　　　　　　　　　　　ll｝
〈よく〉十〈話〉→〈口数が多い〉
〈話〉÷〈面白い〉→〈面白い話〉
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　　　⑧前置詞＋名詞から成る旬が名詞＋形容詞からなる複合名詞になる例。
　　　　　　　　　　　　へ
　　　trεn髄u　　〈上に〉＋〈頭〉→〈頭上に〉
　　　蕊ut「蝕　　く頭〉十〈上〉→〈（筆などの）先＞
　　　tro簸g　ph6ng　〈中に〉＋〈部屋〉→〈部屋の中に＞
　　　ph6韮g　trong　〈部屋〉十〈中〉→〈内の聞〉
　ついでに，これもことば遊びによく用られる幾つかの例を挙げておこう。これらはすべて統語
論の範囲に及ぶ例である。
｛潔ll
　蒼孟hgc
　hgcすi
　ldi6ng　c6
　c6　kh6ng
〈誰〉十〈殺す〉→〈誰が殺したのか〉
〈殺す〉十〈誰〉→〈誰を殺したのか〉
〈行く〉十〈学ぶ〉→〈学校へ行く〉
　　　　　　　　　へ〈学ぶ〉十〈軽い命令〉→〈勉強しろ〉
〈否定詞〉十〈有る〉→〈ない〉
〈有る〉　十　く疑問詞〉　→　〈aるか〉
5．結び
　上に兇てきた如く，ベトナム語の語彙構成法は，基本的には「順行構造」であり，その点では
東南アジアー般の言語，例えばモン・クメール語族やマラヨ・ポリネシア語族，タイ語などと全
く共通であり，指示詞，代名詞に限って「逆行構造」をとるチベット・ビルマ語派やミャわヤ
オ語などとも共通点を持ち，現代北方中国語とは根本的に異っている。南方中国の諸方欝は
その痕跡から推して，かつてはやはりベトナム語と岡様の「順行構造」を有していたと思われる
が既に北方中国語の「逆行構造」にほぼ岡化されてしまった。同じ中国語の影響を多大に蒙った
ベトナム語はこの「逆行構造」への岡化をあくまで拒み，逆に，これを自らの「順行構造」の中
に巧みに岡化することを思いついた。こうして，ベトナム語中には“語序”を入れ替えることに
よって意昧を変えたり，ニュアンスの差を描撮したりする蓑現が無数に発生したのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1981年5月31日脱
註
（y　現代ベトナム語の正書法はローマ字を採用しており，多くのベトナム入は自らの園名がどのような漢字で書かれているの
　　かを最早知らないo
（2）べ1・ナムの概史については，松本信広・1969などを参照。
（3｝播輝注著　Nguy飯Thg　Dg’c訳r歴朝憲章類誌凄廊s≦ch　cざv益n，　Oy　ban　dlch£hu春t　P稲Qu6c四㎞a録h｛）春ctr＆h　V漁h6a
　　　xuまt　b邑n，1972，　Saigon，T春P夏X　87b
｛む　例えば，f）i纂h　Gia　Kh盛難魁他編 帳｝融く≧c　yiξt　tVam一鐸z6拶議が　X　n｛滋 　（職毅餓ぎ層f撤’Xl！HI，　turp｛、？U7などを参照。
（5）広東語の所謂“逆語序”語彙については，蔦出健次・1979を参照。
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（6｝岡音異義語で，後者は淡水魚の一種。
（7｝　〈母を捨てる〉〈父を捨てる〉などで，撚手をのろったり，不意の心配などを示す感嘆詞となる。chet　r6i〈死んだ〉より
糧野。
｛8）　C6は〈叔1：it＞が原義。〈彼女（著い女性に対する三入称＞＞又は二人称〈費女〉は派生の意。この複合語は〈費女の心〉とも
　　とれる。
（9＞　　nu’6’c幡yはηu’6’c’η砂　’zμわ’c　〈水〉÷〈木道〉の縮約形かQ
｛10）この起源についてはよく解らないが，この外に，尉じく＜恥しい，恥じる〉の意味でやはり〈虎〉を溺いたh6’　thgn〈虎〉
　　十〈恥じる，恥しがる〉がある。これは〈恥しがり屡の虎〉の意昧では勿論なく，〈百獣の王の虎さえも恥じるほど恥しい〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ワ
の意味から発生した複合形容詞と思われる。これから推測すると，x曲h6は，もしかしたらxa’u　hδ’thgnつまりく虎も
　　恥じるほど醜い〉ゆ〈恥しい〉の縮約形かも知れない。
（111この複合語は　hay　n6i　chuy6n〈よく〉÷〈話す〉÷〈話〉の縮約形。つまり，　n6iを雀略したもの。その上の例のhay
　　n6iもchuyξnを憲略したものと考えられる。また，　n6i　hayはn6i　chuy¢n　hay　〈話す〉牽〈話〉十〈面撫い〉から
　　chuyξnを翁略したものであろう。
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